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酸化第二錫 (Sn02) は n 形の導電性を持つ金属酸化物半導体で，光透過性のある導電材料として
知られているが，構造剛直性に富む四配位結合をしていることから，ダングリングボンドが多く，ガ
ス吸着によってその電気伝導度が，大きく変化する。本論文では，まず低圧酸素による高周波プラズマ
の中で錫を蒸着すると，その蒸着条件とプラズマのモードによって，柱状，多孔質の超微粒子薄膜が
再現性よく成長することを見出し，この膜の成長機構，膜質，機械的性質ならびに電気伝導度など一
連の物性を明らかにした。とくにその電気伝導度が雰囲気ガスとその種類，温度によって極めて敏感
に変わることを確認し，ガス圧，温度，粒径，構造因子をパラメーターとしたデータの解析から，半
導体の表面逆転層による一種のチャンネル伝導であるとするモデルを提案し，幾つかの方法を用いて，
その論旨を確認するとともに，表面伝導機構を明らかにした。ついで，こうした基礎物性に対する知
見を積極的に利用して，従来より一段と応答速度が速く，多種類のガスが検知できるセンサを開発し，
実用化した。以上のように，本論文はその内容も独創性に富み，また研究の成果は半導体の表面物性
とセンサ技術に貢献するところ大きく，学位論文として価値あるものと認める。
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